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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成26年２月21日に提出した有価証券届出書に記載し、かつ、平成27年６月26日に提出いたしました第106期有価証

券報告書及び平成27年９月11日に提出いたしました当該有価証券報告書の訂正報告書で変更いたしました「手取金の使

途」の一部について、平成27年４月24日に変更が生じておりましたが、かかる変更の内容を平成27年８月10日に提出い

たしました第107期第１四半期報告書（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）に記載していなかったことか

ら、これを記載すべく四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第３　提出会社の状況

１　株式等の状況

(5）発行済株式総数、資本金等の推移

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付しております。

 

第一部【企業情報】

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

（訂正前）

年月日
発行済株式
総数増減
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成27年４月１日～
平成27年６月30日

－ 78,159,666 － 1,604,617 － 1,286,229

 

（訂正後）

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成27年４月１日～
平成27年６月30日

－ 78,159,666 － 1,604,617 － 1,286,229

（注）平成26年２月21日に提出した有価証券届出書に記載し、かつ、平成27年６月26日に提出いたしました第106期

有価証券報告書及び平成27年９月11日に提出いたしました当該有価証券報告書の訂正報告書で変更いたしまし

た「手取金の使途」（以下「資金使途」といいます。）について下記のとおり変更が生じております。

 

（本件変更の内容）

＜変更前＞

　当社は、平成26年５月15日開催の株式会社ディーワンダーランド（以下「ＤＷ」といいます。）株式の公開

買付けに係る取締役会において、ライツ・オファリングにより調達した資金（資金発行諸費用を控除した調達

資金総額1,659百万円）が、平成25年１月に発行を決議した第12回新株予約権による調達額のうち対象者株式

の取得資金に充当予定であった約507百万円のうちの未使用額約357百万円（差額の150百万円は、前回公開買

付けの買付代金に充当しております）を公開買付けの買付代金約2,072百万円から控除した金額（約1,715百万

円）に約56百万円満たないものの、係る約56百万円を当社の従前の手持ち資金から充当することにより、ＤＷ

株式の100％（又は100％に近い）取得を目的として調達資金総額1,659百万円を平成26年７月にて全額ＤＷ株

式取得資金に充当することを想定しておりました。しかし、ＤＷ株式の100％取得を目指した公開買付けにお

いて、ＤＷの株主のうち一部の方には応募頂けなかったため、上記調達資金総額1,659百万円のうち、約10億

円（以下、「本件未使用資金」といいます。）が本公開買付けの決済資金に充当されないこととなりました。

　そのため、当社は、平成26年７月４日開催の取締役会において、改めて本件未使用資金の資金使途について

検討し、その全額につき、当社とＤＷ間の資本・業務面を含む提携関係をさらに強化するための資本政策にお

ける活用への充当を、本件未使用資金の資金使途とすることといたしました。しかしながら、当社は平成27年

２月27日時点まで、本資本政策について鋭意種々検討してまいりましたが、当該時点においても、本資本政策

の詳細について具体的な決定には至っておりません。しかし、本件未使用資金のうち、以下に記載の当社運転

EDINET提出書類

アジアグロースキャピタル株式会社(E01891)

訂正四半期報告書

2/3



資金に充当する資金以外につきましては、引き続き、本資本政策のために使用していく所存です。本資本政策

に関する詳細が決定次第、あらためてお知らせいたします。

　他方で、電機事業仕入れ代金及び一般経費に充当するための平成26年９月から平成27年７月までの必要資金

（以下、「運転資金」といいます。）205百万円につきましては、ライツ・オファリングにより調達できませ

んでしたので、その後調達方法を検討してまいりました。上述のとおり、当社は現在も本資本政策の詳細につ

いて引き続き検討中であり、その内容が確定するまでは、当社の資金調達の方針を大局的に決定することは困

難であるため、当面の対応として、平成26年12月19日開催の取締役会決議において本件未使用資金約10億円の

うち１億円を平成26年10月から平成27年２月までを充当期間として運転資金に、更に、平成27年２月27日開催

の取締役会決議において６千万円を平成27年３月から平成27年４月までを充当期間として運転資金に充当する

ことといたしました。

 

＜変更後＞

　当社は、ライツ・オファリングにより調達した資金（資金発行諸費用を控除した調達資金総額1,659百万

円）に係る資金使途としては、ＤＷ株式の100％取得を想定しておりました。しかし、ＤＷ株式の100％取得を

目指した公開買付けにおいて、ＤＷの株主のうち一部の方には応募頂けなかったため、上記調達資金総額

1,659百万円のうち、約10億円（以下、「本件未使用資金」といいます。）が本公開買付けの決済資金に充当

されないこととなりました。

　そのため、当社は、平成26年７月４日開催の取締役会において、改めて本件未使用資金の資金使途について

検討し、その全額につき、当社とＤＷ間の資本・業務面を含む提携関係をさらに強化するための資本政策にお

ける活用への充当を、本件未使用資金の資金使途とすることといたしました。しかしながら、当社は平成27年

４月24日時点まで、本資本政策について鋭意種々検討してまいりましたが、当該時点においても、本資本政策

の詳細について具体的な決定には至っておりません。但し、同日開催の取締役会において、本件未使用資金の

うち１億円程度について、充当期間を平成27年４月から平成27年９月までとし、本資本政策、事業再編、資

本・業務提携、Ｍ＆Ａ等の各種の事業戦略の可能性を両社で具体的に検討するための当面の諸費用（以下「事

業戦略検討諸費用」といいます。なお、ＤＷ側で最終的に負担すべき諸費用の一時的な立替分（以下「本立替

分」といいます。）を含みます。）に充当することといたしました。本件未使用資金のうち、事業戦略検討諸

費用（本立替分は除きます。）及び以下に記載の当社運転資金に充当する資金以外につきましては、引き続

き、本資本政策のために使用していく所存です。本資本政策に関する詳細が決定次第、あらためてお知らせい

たします。

　他方、平成26年12月19日及び平成27年２月27日開催の取締役会において、本件未使用資金約10億円のうち１

億円（充当期間は平成26年10月から平成27年２月まで）及び６千万円（充当期間は平成27年３月から平成27年

４月まで）をそれぞれ当社の運転資金として充当することとしておりますが、平成27年４月24日開催の取締役

会において、さらに１億円を平成27年５月から平成27年９月までを充当期間として運転資金に追加充当するこ

ととしております。

　上記の結果、平成27年９月末時点における本件未使用資金の資金使途変更後の残額は次のようになる見込み

です。

当初残高  約10億円

平成26年10月～平成27年２月 運転資金に充当 １億円

平成27年３月～平成27年４月 運転資金に充当 ６千万円

平成27年５月～平成27年９月 運転資金に充当 １億円

平成27年４月～平成27年９月 事業戦略検討諸費用に充当 １億円（※）

平成27年９月末残高（予想）  約6.4億円

　（※）但し、事業戦略検討諸費用のうち本立替分については、平成27年９月以降にてＤＷから受ける見込み

です。
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